
岡崎まち育てセンター・りた  
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民活動支援協議会は市民活動を応援します。 
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２００７．２．１ 
岡崎まち育てセンター・りたは、市民活動を応援します。

●ニュース 

地域交流センター

指定管理者に 

なりました！ 

今年の１月より、岡崎まち育てセンター・り

たは、岡崎市地域交流センター（なごみん、よ

りなん）の指定管理者になったのはお知らせし

たとおりです。旧来の「管理委託制度」から「指

定管理者制度」という新しい仕組みに切り替わ

りました。管理委託制度の中では、公共施設管

理は、公共団体及びそれに順ずる団体でなけれ

ば行ってはいけませんでした。しかし指定管理

者制度（平成 16 年）に変わったことで、株式

会社やNPO法人が管理者になることが出来る

ようになったのです。

◆  ◆  ◆
 昨年までは、岡崎市が直営する施設の管理業

務を、りたが代行していたのですが、今年から

は、りたが施設を管理する立場にあります。も

ちろん、施設の管理運営のあり方を市と協議し

ながら、物事を進めていますが、これまでより

も自立性や主体性が必要になりました。「公共

的活動に市民が参画する、新しい公共の発想を

広める」のが私たちの使命ですが、その活動の

実践を私たち自身が行いながら、その課題や可

能性を検証していければと考えています。

１ 

これからはじめる市民活動講座 

岡崎暮らしをちょっと良くしてみませんか？ 

★第１回 課題 発見～岡崎暮らしのしゃべり場～ 

２月９日（金） 

日々の暮らしの問題点考えながら、「○○

だったら」という夢を語り合います。

ゲスト：野尻智周（愛・地球博 地球市民村ボラン

ティアコーディネイター）、

沼田真一（愛・地球博 市民プロジェクト

ディレクター）

★第２回 事例紹介 ～おもいっきり市民活動～ 

２月 16日（金） 

実際に活動する人々の話を聞きながら、

自分に何ができるかを考えます。

ゲスト：戸松恵美（岡崎シネマフリーク）、斎藤美

紀（勇気づけの子育て陽だまりの会）

★第３回 自分の挑戦 ～市民活動ことはじめ～ 

２月 23日（金） 

すこしでも暮らしが豊かになることを目

指して、できることを始めてみます。

ゲスト：山田美代子（おかざき図書館倶楽部）、

中野未生（「このままそのまま」編集室）

主   催：岡崎市

企画・運営：岡崎まち育てセンター・りた

場 所 ／ コミュニティサテライトオフィス

（松坂屋岡崎店６階）

時 間 ／ 13：30 ～ 16：30
定 員 ／ 30 人（定員を超えた場合は抽選）

参加費 ／ 無料

施設の 

管理者 



会員からの投稿コラム 

連続コラム第 1 回『市民自治と岡崎青年会議所』 
社団法人岡崎青年会議所 

理事長 鈴木和也 

 

※りた会員の皆様からの投稿原稿をお待ちしており

ます。なお青年会議所の鈴木様からは、今後３回（隔

月）の連続コラムで「岡崎の市民自治」を語ってい

ただく予定です。第１回目の今回は、岡崎青年会議

所の考え方の紹介と挨拶となっております。 

◆ 
皆様、はじめまして 2007年度（社）岡崎青年会議

所の理事長を務めております鈴木和也と申します。

どうぞよろしくお願い致します。私たち青年会議所

は国籍・人種・性別・職業・宗教の区別無く、20歳
から 40 歳までの志の高い青年経済人によって構成

され、日本全国７２０の地域に約４０，０００人を

有する組織であります。半世紀以上も前から時代は

変われど『明るい豊かな社会』の実現を目指し活動

しております。 
私たちの先人は、この「おかざき」に 1961年に「い

つの時代でも、どこの社会でも、青年は次の時代の

“ 主人公” であり、純粋な情熱で、その地域社会や

国家の発展を考えます。」の趣意のもと岡崎青年会議

所を設立されました。そして 46年もの間、脈々とこ

の「おかざき」を想い青年としての英知と勇気と情

熱を持って運動してまいりました。そして、私たち

もこの志をしっかりと受継ぎ運動してまいります。 
現在、私たちが住む時代は、長い歴史の中でみて

も、とても豊かで、とても恵まれた時代なのかもし

れません。しかしながら、大地震による震災・大雨

による水害・子どもたちを狙った凶悪な事件・青少

年による考えられないような事件などなど、考えら

れない事件や災害が起こっているのが事実です。 
「自分たちは大丈夫だろう。」「誰かが何とかして

くれるだろう。」と考えている方々がほとんどではな

いでしょうか。私たちはそんな時代に危機感を感じ、

この現状を何とかしようと地域で頑張っている方々

と手を取り合って、市民自治という概念を植えつけ、

この「おかざき」を誰もが安心して快適に過ごすこ

とのできるまちにしていきたいと考えています。そ

のためには、各家庭・ご近所・各小学校区などにお

いて市民自治の概念を基盤としたコミュニティの活

性化が重要であると感じ、近年活動しております。

各地域の方々と活動を共にしていると、本当に地域

のことを考え、地域住民の方々のことを想い、一生

懸命頑張っている方々がいることに気づきます。そ

んな方々の少しでも力になれれば･･･、少しでも私た

ちのネットワークでお手伝いすることができれ

ば･･･と思っております。また、そんな頑張っている

方々がいる一方でなかなか地域活動に参画できない

方もいるのが現実だと感じています。地域の情報・

活動内容などを知らない方、いろいろな活動に参加

したいと考えているのだけれど、参加する機会を逃

している方がいるのではないでしょうか。地域に関

心を持ってもらい、参加しやすい環境をつくるため

に「情報・意志の共有」が重要であると考え私たち

は活動してまいります。 
2007年度は、山中小学校区・広幡小学校区の方々

と共に、人と人との繋がりと一人ひとりが自分、自

分たちに関することは、自身の責任・義務において

行う意識を育むためにコミュニティ活性化に向けた

運動をしてまいります。いろいろなところで、メン

バーが関わり、お世話になるかと思いますが、皆様

のご支援・ご協力をよろしくお願い致します。 
私たちは、先人より受継いだ、このすばらしい「お

かざき」を青年期の責任世代として守り、より良い

社会にし、次世代へ引き継いで行かなければならな

い使命感を持って活動してまいります。 
私たちたちの愛する、宝である、子孫のため

に・・・・。 
 

 

２ 



岡崎都心再生ニュース
＊りたは、岡崎の都心再生を支援しています＊ 

●岡崎都心再生支援フォーラム 

 日時 2 月 16 日（金）13：30～16：00

 場所 愛知県西三河合同庁舎 10 階大ホール

 費用 無料

 内容 ①あいさつ

愛知県西三河建設事務所所長・吉田勇次

岡崎市役所助役・石川優

    ②講演「中心市街地の再生とまちづくり」

     国土交通省中部地域整備局建政部住宅整備課長・杉浦美奈

    ③まちづくり提案

     都市再生機構、民間デベロッパー、都市開発コンサルタント等、

計４社による先進事例紹介

    ④対談「康生地区のまちづくりについて」

     愛知産業大学大学院教授・延藤安弘

     岡崎城下まち都心再生協議会会長・佐谷智

 主催 岡崎城下まち都心再生協議会

 協力 愛知県西三河建設事務所、岡崎市、商工会議所

 問合 岡崎城下まち都心再生協議会 TEL ０５６４－２６－２２１０

●岡崎の中心市街地再生を考える！V 回復大作戦１０ 

 日時 2 月 18 日（日）13：30～16：30

場所 コミュニティサテライトオフィス（松坂屋岡崎店 6 階）

 内容 平成 18 年度における都心再生活動は「都心再生構想のとりまとめ」が進みま

した。「岡崎公園をもっと魅力的な場にする方法を考える」「プロムナード計

画に市民の声を届けよう」「シビコの再開発問題を考える」「地区全体の駐車

場問題を考える」「地区全体としての情報発信のあり方を考える」など、多様

な視点で地区の改善や再生方法を模索し、その一部は実現をしました。本協

議会の活動を受けて、行政（岡崎市）も新しい動きを見せつつあります。

岡崎を良くしたいと思う皆さん、是非ご参集下さい。

 主催 岡崎城下まち都心再生協議会
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耳寄り情報  …市民活動と企業の社会貢献活動をつなぐ。そのヒントを得るための勉強会をご紹介。

地域に根ざした企業や団体は、地域社会で求め

られる責任に、どう取り組むべきか。環境対応や

社会貢献、多文化共生など、多様なテーマで企業

の戦略づくりと実践を支援されてきたＩＩＨＯ

Ｅより、現状の報告と、今後の取り組みを提案い

ただき、意見交換を行います。※CSR (Corporate 
Social Responsibility)とは、純粋に財務的な活動

以外の分野において、企業が持続的な発展を目的

として行う自主的取組と解されています。

①『これからの“ りぶら”サポーター活動は？』

 日時：２月１３日（火）15:00～17:00 

 場所：城南亭 (岡崎公園内 茶室隣) 
 ℡ 26－1939 

 主催：りぶらサポーター図書館部会 
内容：人間環境大学の島崎先生を講師にお招き

し、岡崎の文化に貢献しようと各自バラ

バラに思いを抱いている皆さんが話し

合い、まとまった大きな力にしていくた

めの勉強会です。  

〒444-2147 岡崎市西蔵前町字季平４５－１ 

岡崎市北部地域交流センター・なごみん内 

NPO法人岡崎まち育てセンター・りた事務局 

 ☎(0564)45-4560 Fax(0564)45-4560 

事務局

より

４

りたの部会活動に、ボランテ

ィアでお手伝いしていただけ

る方が増えてきました。

岡崎まち育て情報  …「りた」は岡崎市内各所のまち育て活動を支援し、

            市民と行政の対話を促進しています。

②第６回大門河川緑地を考える会 

『大門河川緑地の設計案を見てみよう！』 

 日時：2 月 25 日（日）９:３0～1２:00

 場所： 大門学区市民ホーム 
 主催：岡崎市 
 内容：前回提示された、大門小学校の子供たち

の提案や市民の皆さんからの提案を受

けて、大門河川緑地の基本設計案が公開

されます。 

③『中心市街地のデザインを考える』

 日時：２月２３日（金）19:00～21:00

 場所：２１世紀まちづくり研究所（シビコ 6階）  
 主催：愛知県 
 内容：愛知万博・名古屋市パビリオン「大地の

塔」デザインを手がけたクリエイティブ

ディレクター渋谷城太郎氏をお招きし

て、まちの中に、美しく、気持ちよい場

所を創り出す方法を学びます。  

④『岡崎市市民協働モデル事業実施結果報告会』

 日時：３月３日（土）13:00～16:00 

 場所：岡崎市南部地域交流センターよりなん 
第６活動室  

 主催：岡崎市 
 内容：平成１７年選定の市民協働モデル事業

（８事業）の実施結果報告会と平成１８

年選定の市民協働事業公募事業（４事

業）の中間発表会。各団体５分の活動報

告後、質疑応答があります。  

◆日 時：２００７年 ２月 ６日（火） 
14:00～18:00 （13:30開場）    

◆会 場：ウィルあいち ３F 第５会議室 
◆定  員： 50人（申込み先着順） 
◆参加費： 第 1部 3,000円、第 2部参加無料 
◆時間割：第１部 14：00～15：55 基調講演／ 
第２部 16：10～18：00 報告とパネル討論 

◆問合せ：NPO法人 地域の未来・志援センター 
TEL 052-331-6141／E-mail info@c-mirai.org 

●『 ＣＳＲ 基礎講座 』 ～地域とのコミュニケーションで進める深める CSR～


